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国立大学法人「東京農工大学」の中期目標・中期計画（素案） 
平成１５年 ９月２５日 
東 京 農 工 大 学 

中 期 目 標 中 期 計 画 

（前文）大学の基本的な目標 
本学は、広汎な学問領域における急激な知の拡大深化に対応し
て教育と研究の絶えざる質の向上を図り、２０世紀の社会と科学
技術が残した「持続発展可能な社会の実現」の課題を正面から受
け止め、農学・工学及びその融合領域における教育研究を中心に
社会や環境と調和した科学技術の進展に貢献することを目的とす
る使命指向型の科学技術大学を構築することを目標とする。 

使命指向型の科学技術大学として、 
○教育においては、知識伝授に限定されず、知の開拓能力・課題
解決能力の育成を主眼とし、高い倫理性を有する高度専門職業人
や研究者を養成することを目標とする。 
○研究においては、学術の展開や社会的な要請に留意しつつ、自
由な発想に基づく創造的研究に加えて、社会との連携により総合
的・学際的な研究も活発に展開し、社会的責任を果たすことを目
標とする。 

○教育と研究の両面で国際的な交流・協力を推進し、世界に学び
世界に貢献することを目標とする。 
○本学は、教育研究と業務運営の全活動について、目標・計画の
立案と遂行状況の点検評価を実施・公表し、開かれた大学として
資源活用の最適化を図り、全学の組織体制と活動内容の絶えざる
改善を図ることを目標とする。 

 

 
 

Ⅰ 中期目標の期間及び教育研究上の基本組織 
１ 中期目標の期間 
平成１６年４月１日から平成２２年３月３１日までの６年間。 
２ 教育研究上の基本組織 
この中期目標を達成するため、別表に記載する農学部、工学部、
農学教育部、工学教育部、生物システム応用科学教育部、共生科
学技術研究部及び連合農学研究科を置く。 
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Ⅱ 大学の教育研究等の質の向上に関する目標 
１ 教育研究全般の質の向上に関する基本目標 
○ 高度の教育研究を活発に展開するため、大学院基軸の教育
研究体制を充実する。 

○ 他大学・他研究機関との連合・連携による教育研究を推進
する。 
○ 教育に特化した大学院制度を新たに導入し、本学大学院の
教育機能を拡大する。 
○ 健康と安全に十分配慮した教育研究環境を構築することを
目標とする。 
 

 
 
 
 
２ 教育に関する目標 
（１）教育の成果に関する目標 
大学院基軸大学としての高度の教育を行い、その教育効果
を常に検証し教育システムを改善することにより、高度の専

門性を身に着けた創造性、国際性豊かな人材を育成する。 
（学士課程）  
○ 農学又は工学に関する基礎的専門知識を持ち、豊かな教養
に基づいた健全な科学的思考を持ち、生涯にわたり自己啓発
できる人材を育成する。 
○ 大学院進学と職業人としての社会進出に必要な素養を持っ
た人材を育成する。 

 
 
 
 
 
 
 
（大学院課程）  
○ 科学技術の高度化、学際化に対応し、独創性と実行力を備

Ⅰ 大学の教育研究等の質の向上に関する目標を達成するためにとるべき措置  
１ 教育研究全般の質の向上に関する基本目標を達成するための措置 
○ 研究部と教育部・学部の有機的連携を深め、研究部における先端的・学際的な研究成果を生か
した高度な専門教育を推進する。 

○ 全学の教育活動の企画・調整・評価及びアドミッション・ポリシー等を推進するため大学教育
センターの機能を充実する。 
○ 学外研究機関等との連携・共同を推進し、大学院教育研究の新分野への積極的な展開を図る。 
○ 連合農学研究科設置校として教育研究を推進するとともに、その連合の在り方について積極的
に検討する。 
○ 獣医学科にあっては獣医学教育の充実を図り、岐阜大学大学院連合獣医学研究科の在り方につ
いて積極的に検討する。 

○ リスクマネージメント高度専門職業人養成のための専門職大学院の導入を図る。 
○ キャンパスアメニティの整備充実を目指す。 
○ 教育研究環境における安全対策を進めるとともに、安全管理教育を計画的に実施する。 
 
２ 教育に関する目標を達成するための措置    
（１）教育の成果に関する目標を達成するための措置 
 
 

 
（学士課程） 
○ 教養教育の成果に関する具体的目標の設定 
・ 課題解決能力、自己啓発能力等を涵養するため、多様な入学生に対応した導入教育を実施す
る他、農工融合科目の設置等を行う。 
・ 社会とのインターフェースとしての教養及び基礎知識、能力を身に着けさせる。 
○ 専門教育の成果に関する具体的目標の設定 

・ 専門知識の体系的把握を促進するために、講義科目、演習科目、実験・実習科目間の有機的
連携を一層進める。 
○ 卒業後の進路等に関する具体的目標の設定 
・ 幅広い進路の選択が可能なように、専門知識及び能力を身に着けさせる。 
○ 教育の成果・効果の検証に関する具体的方策 
・ 学生及び教員による授業評価、教育環境の調査、卒業後の進路状況、卒業生及び受入れ企
業・機関からの意見聴取等によって、教育効果の恒常的な評価を実施する。 
（大学院課程）  
○ 大学院課程の成果に関する具体的目標の設定 
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えた高度な専門能力を持つ職業人や研究者を育成する。 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

・ 確かな専門能力の育成のため、学部教育との整合性を持った大学院修士課程または博士前期
課程のカリキュラムを体系的に整備する。 
・ 国際性、学際性を身に着けさせるため、e-ラーニング・遠隔授業システムの整備、他大学院
との単位互換等を進める。 
・ 科学技術の高度化、学際化、情報化、国際化に対応できる修士課程、博士前期・後期課程の
カリキュラムを体系的に整備し、シラバスを充実する。 

○ 修了後の進路等に関する具体的目標の設定 
・ 専門知識と専門技術を生かすことができる幅広い分野への一層の進出を図るとともに、新事
業に挑戦する意思と能力を持った人材の育成を目指す。 

○ 教育の成果・効果の検証に関する具体的方策 
・ 学生及び教員による授業評価、教育環境の調査、修士・博士の学位取得状況、修了後の進路
状況、修了生及び受入れ企業等からの意見聴取等によって、教育効果について恒常的な評価を
実施する。 

（２）教育内容等に関する目標 
（学士課程）  
○ アドミッション・ポリシーに関する基本方針 
・ 自然や科学技術に関心を持ち、常に自己を啓発し、実行
力に優れ、社会で活躍することを目指す学生を国内外から
広く受入れる。 

 
○ 教育理念や教育目標に連動したカリキュラム・デザインの

基本方針 
・ 学習意欲の向上と探究心を育成できる授業形態を構築す
るとともに、学生が自律的に学習できるカリキュラムを提
供する。 
○ 授業形態・学習指導法等に関する基本方針 
・ 農学、工学及び融合領域分野の科学技術者として必要か
つ充分な基礎・専門知識及び実践能力を育成するよう、講

義・演習・実験・実習を体系的に配置する。 
 
○ 成績評価に関する基本方針 
・ 履修科目の到達目標、習得項目及び評価方法を明確にし
て成績を評価する。 

 
 
 
 

（２）教育内容等に関する目標を達成するための措置 
（学士課程）  
○ アドミッション・ポリシーに応じた入学者選抜を実現するための具体的方策 
・ 大学入試センター試験の利用教科・科目、傾斜配点や個別入試の出題科目及び入学試験ごと
の募集人員の配分等を含む学力検査方法全般の研究を推進する。 
・ 入学者の多様化に対応し、AO入試も視野に入れ、入学者受入れ方策を充実する。 
・ 様々な機会を利用して、アドミッション・ポリシ－の周知・広報の充実を図る。 
○ 教育理念等に応じた教育課程を編成するための具体的方策 
・ 農学、工学及び融合領域分野の教育に必要な基礎・専門科目の体系的カリキュラムを全学的
視野に立って編成する。 
・ CAP制による単位の実質化、リテラシー教育の拡充、インターンシップ等による社会と連携、
JABEE等の認定への対応に配慮したカリキュラムをデザインする。 
○ 授業形態、学習指導法等に関する具体的方策 
・ 少人数、対話型、学生参加型の授業形態の充実を図るとともに、体験型教材等を利用した授
業を導入し教育効果を高める。 
・ 自習教材の充実及び情報技術の活用により、学生の時間外学習の支援の強化を図る。 
・ 教養教育の充実を図り、健全な科学的思考や倫理観を持ち、生涯にわたり自己啓発ができる
人材を育成する。  
・ 教養教育と専門教育のくさび形編成をより徹底し、教育効果を高める。 
○ 適切な成績評価等の実施に関する具体的方策 
・ GPA制度の下で成績評価方法を明示し一貫性及び厳格性を持った成績判定を行う。 
 ・ 各種検定試験(TOEFL､TOEIC等)を活用して単位認定する科目をさらに増やす。 
 ・ 派遣学生が海外の姉妹校等で取得した単位や、海外でのインターンシップ等による学生の活
動に対して、単位として認定する方向で検討する。 
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（大学院課程）  
○ アドミッション・ポリシーに関する基本方針 
・ 高度な専門的・学際的知識の習得と知の開拓に強い意志
を持ち、最新の科学技術の展開に関心を持ち、実践的に行
動する意欲を持った学生を広く国内外から受入れる。 
○ 教育理念や教育目標に連動したカリキュラム・デザインの

基本方針 
・ 農学、工学及び融合分野の最新の展開に即応した科目を体
系的に採用するとともに、学際的、国際的素養を身に着ける
ことのできるカリキュラム編成を行う。 
○ 授業形態・学習指導法等に関する基本方針 
・ 専門教育の高度化、国際化に適応した様々な授業形態を
柔軟に採用するとともに、学生の多様化に対応したきめ細

かい学習指導方法を確立する。 
○ 成績評価に関する基本方針 
・ 専門知識の習得成果を評価するとともに、学習成果の発
展能力、研究能力等を総合的に評価する。 

（大学院課程）  
○ アドミッション・ポリシーに応じた入学者選抜を実現するための具体的方策 
・ 社会人、留学生等多様な入学者の受入れ方策を充実する。 
○ 教育理念等に応じた教育課程を編成するための具体的方策 
・ 各分野における高度な専門知識を習得させ、国際化に対応できる高度専門職業人として必要
な能力を養成するカリキュラムを編成する。 
・ 幅広い視野を持つ人材の育成のため、副専攻制、副指導教員制を拡充する。 
・ 社会要請にこたえ社会人教育や起業家養成等に必要なカリキュラムを編成する。 
○ 授業形態、学習指導法等に関する具体的方策 
・ 設備の充実や教員配置を工夫して、さらに少人数の授業を拡充する。 
・ 入学者の個性に応じたきめ細かい導入教育及び履修計画の作成指導を行う。 
・ 国際的なコミュニケーション能力を向上するとともに、プレゼンテーション能力を育成する
ため、英語による授業を拡充する。 

○ 適切な成績評価等の実施に関する具体的方策 
 ・ 履修科目の到達目標、評価方法を明確にする。 
 ・ 派遣学生が海外の姉妹校等で取得した単位や、海外でのインターンシップ等による学生の活
  動に対して、単位として認定する方向で検討する。 

（３）教育の実施体制等に関する目標 
○ 組織の整備及び教職員の配置に関する基本方針 
・ 本学の教育理念に沿った教育実施体制を整備するために、
必要な人材配置を進める。 
 
 

 
 
 
○ 教育環境の整備に関する基本方針 
 ・ 教育の情報基盤を整備する。 
 
 
 

 
 
 
○ 教育の質の向上のためのシステムに関する基本方針 
・ 教育活動に関する評価・解析結果に基づいて教育課程を
改編し、教育改善を図る。 

（３）教育の実施体制等に関する目標を達成するための措置 
○ 適切な組織の整備及び教職員の配置等に関する具体的方策 
・ 教育部・学部における教育の充実のため、全学出動体制を拡充する。 
・ 社会の動向や学問の発展を先取りし、大学院の専攻の拡充・増設等を行う。それに伴い、学
部及び大学院の入学定員を見直す。 
・ 専門職大学院を設置するとともに、このための教育担当教員組織を充実する。 

・ 教職課程の現状を維持し、引続き必要な教員を配置する。 
・ 事務職員の専門能力向上やティーチングアシスタント（TA）の適切な配置等により教育活動
の支援を充実する。 
○ 教育に必要な設備、図書館、情報ネットワーク等の活用・整備の具体的方策 
・ 教育内容に対応した講義室等を整備するとともに、学生の自発的な学習活動を補助するため
の施設・設備を整備する。 
・ 学内諸施設を活用し、学生の起業を支援するためのスペースを確保する。 
・ デジタルキャンパス化計画に沿って教育環境を整備する。 

○ 教育活動の評価及び評価結果を質の改善につなげるための具体的方策 
・ 教育活動に関する評価・解析結果に基づき、教育課程の改編や、各教員の教育方法の改善を
図る。 
○ 教材、学習指導法等に関する研究開発及びFDに関する具体的方策 
・ 教育改善のため、公開授業、講義方法の研修・検討会等を拡充する。 
○ 全国共同教育、学内共同教育等に関する具体的方策 
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 ・ 単位互換協定に基づき大学間の共同教育を拡充する。 
・ 全国の複数の大学との遠隔授業による共同教育を充実する。 

（４）学生への支援に関する目標 
○ 学習面、健康面、生活・経済面、就職面等、学生にかかる
入学時から卒業までの期間にわたる幅広い支援を行う。 

（４）学生への支援に関する目標を達成するための措置 
○ 府中・小金井の両キャンパスに「学生センター」を設置し、学生への学習面、健康面、生活・
経済面、就職面における支援を強化する。 
 学習面の支援  
・ 授業時間外の自主学習等の学習を支援する計画を検討し、実施する。 
・ チューター制度等の導入を検討し、実施する。 
・ 学生間支援（ピア・サポート）制度を拡充し、実施する。 
・ 教員のオフィスアワ－を設け、学習相談窓口とする。 
 健康面の支援  
 ・ 健康管理と健康増進を図るため保健管理センターの機能を充実し、健康管理体制の一層の充
実を図る。  
 生活・経済面の支援 
・ 入学料･授業料免除や奨学援助制度を見直し、独自奨学金制度を検討する。 
・ 学内外のアルバイト紹介システムを充実する。 
・ キャンパス・アメニティーの一層の充実を図る。 
 ・ 学生の福利厚生施設を改修整備するとともに、効率的運営体制を確立する。 
 ・ 課外活動、ボランティア活動の活性化を図るための方策を検討し、実施する。 
 就職面の支援  
・ 進路・就職相談、キャリアアップのための支援窓口等を充実して、留学生、社会人を含む学
生の幅広いキャリアサポートを実施する。 

３ 研究に関する目標 
（１）研究水準及び研究の成果等に関する目標 
○ 目指すべき研究の水準に関する目標 
・ 持続発展可能な社会を実現するために、農学、工学及び
その融合領域において最高水準の研究を目指す。 
・ 学術的・社会的に貢献度が高く、質の高い研究を行う。 

 
 
 
 
 
 
○ 成果の社会への還元等に関する目標 
・ 研究で得た成果を人類共通の財産として広く社会に還元

する。 

３ 研究に関する目標を達成するための措置 
（１）研究水準及び研究の成果等に関する目標を達成するための措置 
○ 目指すべき研究の方向性 
・ 農学、工学及びその融合領域において持続発展可能な社会を支える科学技術の進展を目指す。 
・ 教員の自由な発想に基づく独創的な研究を推進する。 
○ 大学として重点的に取り組む領域 

・ 持続発展可能な社会を実現するために、長期的視野に立脚した課題、萌芽的な課題に取り組
むほかに、社会的要請や公共性の強い課題、緊急性を要する課題にも機動的に取り組む。 
・ 農学と工学並びに融合領域を機軸として俯瞰的な視野から総合的な科学技術の研究に取り組
む。特に、ナノ未来科学、生存科学、生命農学、環境資源共生科学、動物生命科学、生命機能
科学、先端生物システム学、機能物質科学、システム情報科学、論理表現科学の領域に重点的
に取り組む。  
○ 成果の社会への還元に関する具体的方策 
・ 研究成果を広く社会に還元するために、印刷物やホームページ等を通して研究成果を公表す

る。  
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・ 社会の持続的な発展及び人類の知的・文化的・物質的生
活の向上に貢献する。 
・ 研究連携を通して大学と社会とがともに利益を得る体制
を構築し、知的創造サイクルの形成を目指す。 
・ 研究者の倫理意識を向上する。 

・ 産学連携及び国・地方自治体等との連携を拡大する。 
・ 新産業の創出に貢献するために、新技術の創出、権利化、技術移転、起業支援等を拡大する。 
・ 研究成果に立脚して、国・地方自治体の政策立案に積極的に参画する。 
・ 機関及び研究者個人に対して倫理規定を整備し、徹底する。 
○ 研究の水準・成果の検証に関する具体的方策 等 
・ 研究領域に応じて適切で多様な研究評価尺度を設定し、自己点検評価に用いる。 

（２）研究実施体制等の整備に関する目標 
○ 研究者の配置に関する基本方針 
・ 科学技術の進展に合わせた配置、社会的要請に対応した
配置を機動的に行う。 

 
○ 研究環境の整備に関する基本方針 
・ 研究を安全に効率よく実施できる環境を整備する。 
・ 計画的に研究施設・設備を整備する。 
・ 競争的な環境を醸成し、個人の能力が最大限に発揮され
るシステムを構築する。 
・ 優れた若手研究者がその能力を最大限発揮できる環境を
整備する。  

 
○ 研究の質の向上システムに関する基本方針 
・ 研究の水準・成果を検証するためのより良いシステムを

構築する。  
・ 一定期間ごとに自己点検評価・外部評価を行い、研究の
質を向上する。 
 

（２）研究実施体制等の整備に関する目標を達成するための措置 
○ 適切な研究者等の配置に関する具体的方策 
・ 基本的な研究分野に配慮しつつ、新規分野・重要性を要する課題に対応するために研究部門
・研究拠点の枠を超えて研究実施体制を柔軟に構成する。 
・ 研究部門・研究拠点間での研究者の交流を推進し、必要に応じて配置換えを行う。 
・ 研究者の採用に際しては、国内外の大学・研究所等への募集の周知を図り、国際化、男女共
同参画を考慮して、外国人や女性研究者の採用も十分に検討し、その選考結果を公表する。 
・ 若手研究者の流動性を高めるために、必要に応じて任期制の適用を拡大する。 
・ 外部資金等を活用して若手研究者を雇用し、大学及び研究部の指向するプロジェクトを推進
する。  
・ 研究支援者の配置については、支援が効率的に行われるように事務職員等を配置するほか、
各種の人材配置制度を積極的に活用するとともに弾力的に運用し、支援を充実する。 
○ 研究資金の配分システムに関する具体的方策 
・ 中長期的研究や基礎的研究に配慮しつつ、標準的な教育研究基盤経費は経常的に配分し、そ
のほかは評価に基づいて配分する。 

・ 大学及び研究部として取り組むべき課題に対し、研究資金を配分する。 
○ 研究に必要な設備等の活用・整備に関する具体的方策 
・ 安全かつ効率よく研究を推進していくために、各部局等の施設・設備を見直し、計画的に整
備する。  
・ 学内の諸教育研究センター等の施設・設備の充実を図り、計画的に整備する。また、これら
施設・設備の効率的運用体制を整備する。 
・ 持続可能な社会を実現するために、生物資源教育研究センター（仮称）、デジタルデザイン

開発センター（Ｄ３センター）（仮称）を設置する。 
・ 大学や研究部が重点的に取り組む研究を実施するために、共用スペースを有効活用するため
の規則等を整備する。 
・ 「産官学連携・知的財産センター」の小金井キャンパスでの施設の拡充を図るとともにサテ
ライト施設及び組織を府中キャンパスに置く。 
○ 知的財産の創出、取得、管理及び活用に関する具体的方策 
・ 職務発明は、原則として東京農工大学に帰属することとし、その旨を関係の規則上に規定す
る。  
・ 産官学連携・知的財産センターを中核に、農工大ティー・エル・オー株式会社を活用し、ベ
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ンチャー指向の強いプロジェクト研究や産官学連携による研究の促進、特許出願・技術移転支
援等を積極的・戦略的に行うとともに、特許出願、審査請求、維持のために適切な予算措置を
講じる。また、担当職員を外部人材の活用の他、内部での計画的養成により充実する。 
・ 利益相反ポリシーの策定、利益相反アドバイザーの起用、利益相反委員会の設置により、ア
セスメント体制を整備充実する。 
○ 研究活動の評価及び評価結果を質の向上につなげるための具体的方策 

・ 研究者個人の研究業績・実績をホームページ等で公表する。 
・ 一定期間ごとに自己点検評価及び外部評価を行い、その評価結果を公表する。 
・ 自己評価・外部評価の評価結果に基づいて研究体制を見直し、質を向上する。 
○ 全国共同研究、学内共同研究等に関する具体的方策 
・ 大学の枠を超えた全国共同研究、研究部門の枠を超えたプロジェクト形式の学内共同研究を
奨励する。  
○ 学部・研究科・附置研究所等の研究実施体制等に関する特記事項 等 

・ 研究実施体制の整備を目指して、学内外の関連する研究組織との連携を強化し、さらに統廃
合についても検討を進める。 

４ その他の目標 
（１）社会との連携、国際交流等に関する目標 
（社会との連携） 
○ 地域社会との連携・協力、社会サービス等を推進するため
の基本方針  
・ 国際的、全国的視野から地域社会をとらえて、自治体、

NGO、NPO等と連携協力しつつ、本学の知的・人的資源及
び土地、施設を活用し、地域社会が必要とする社会人教育、
青少年教育、政策立案、技術課題解決、防災災害対応等に
貢献する。  

 
 
 

○ 産官学連携を推進するための基本方針 
・ 自由な発想に基づく創造的研究及び社会的要請に基づく研
究の必要性に留意して産官学連携を主体的に実施し、双方が
ともに利益の得られる研究を推進する。 
・ 社会的要請・公共性の強い研究を推進し、諸課題の解決に
貢献する新技術を開発する。 
・ 新たな分野、融合分野や多様な形態での連携に積極的に取
り組む。  
・ 大学と企業の組織同士の明確な契約による連携を基本と

４ その他の目標を達成するための措置 
（１）社会との連携、国際交流等に関する目標を達成するための措置 
（社会との連携） 
○ 地域社会等との連携・協力、社会サービス等に係る具体的方策 
・ 実施担当者及び担当組織の企画意図・創意を生かすことができる全学的体制を整備する。 
・ 実施実務支援体制を整備する。 
・ 取り組みについての点検評価改善体制を整備する。 
・ 近隣自治体等とのネットワークを整備充実するなど地域連携体制（ネットワーク）を整備充
実する。  
・ 小中学生向け・高校生向け教育サービスの提供、社会人向け専門技術教育（スキルアップ教
育）サービスの提供、一般市民向け教養教育サービスの提供、政策立案への寄与、環境保全・
産業振興等に関わる技術課題解決への寄与、研究連携課題の調査と連携実施、防災協力等、多
様な取り組みを奨励する。 
○ 産官学連携の推進に関する具体的方策 
・ 学主導型の研究プロジェクトを推進する。 
・ 公募型競争的資金への積極的な応募を奨励する。 
・ 総合的学際的な共同研究や複数企業・国・自治体との研究連携等に積極的に取り組む。 
・ 「産官学連携・知的財産センター」の組織体制及び運営体制を充実する。 
・ 農工大ティー・エル・オー株式会社の協力を得て学内研究シーズの広報に努め、共同研究、
技術移転、大学発ベンチャー創出・育成等を推進する。 
・ 利益相反のアセスメント体制を整備充実する。 
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し、知的財産を適切に保護、活用する。 
・ 大学と社会の利益相反を適切に調整する。 
○ 地域の公私立大学等との連携・支援を推進するための基本
方針  
・ 近隣の公私立大学等との連携・協力による地域貢献の強
化を追求するとともに、教育研究面における相互補完につ

いてもその可能性を追求する。 

 
 
○ 地域の公私立大学等との連携・支援に関する具体的方策 
・ 「学術・文化・産業ネットワーク多摩」を基盤とした多摩地区公私立大学等との連携活動へ
積極的に参加する。 
・ 連携大学院制度等を活用した教育研究者の交流と協力を拡充する。 

 
（国際交流等） 
○ 国際交流に関する基本方針 
・ 教育・研究活動を通して本学が健全な科学技術の発展を
通して世界平和の維持と人類福祉の向上に貢献することを
基本に国際交流・協力を推進する。 
・ 優秀な留学生を受入れ、世界及び出身国の科学技術の発

展及び平和と福祉に貢献できるような人材養成を行う。ま
た、本学在籍学生が海外の大学・研究機関で知的創造活動
に参画できるように、学内体制の充実を図る。 
・ 教育研究活動を通して世界の人材育成及び知的創造活動
に貢献することを奨励し、かつその活動を円滑かつ効率的
に推進できるような学内支援体制を整備・構築する。 
・ 姉妹校ネットワークを生かし、アジア等発展途上国の国
際人材育成の拠点とするための基礎を構築する。 

 

（国際交流等） 
○ 留学生交流その他諸外国の大学等との教育研究上の交流に関する具体的方策 
・ 「国際交流推進センター（仮称）」を設け、留学・派遣に関する情報提供や学生に対する語
学教育等及び学術交流の支援業務を強化する。 
・ 英語によるWebコンテンツの充実、海外での留学フェアへの参加や姉妹校等との積極的交流
を通して海外への広報活動を強化する。 
・ 留学生に対する生活支援体制並びに財政支援体制を拡充する。 
・ 海外派遣を希望する学生の英語能力向上のため、短期語学研修プログラムの開講や自習でき
る環境の整備を図る。 
・ 短期留学プログラム等の英語による教育プログラムを拡充し、日本人学生の英語能力の向上
とともに、学内における学生間の国際交流の拡大を図る。 
・ 日仏共同博士課程制度等の多国間教育協力を積極的に推進する。 
・ JICA等国際機関の事業による留学生の受入れを積極的に推進する。 
○ 教育研究活動に関連した国際貢献に関する具体的方策 

・ 全学の国際交流を推進するために、関連する事務組織は国際交流推進センターのもとで一元
化を図る。  
・ 国際的な学生交流を一層活発化させるために国際教育プログラムを編成する。 
・ 姉妹校の拡充整備により、主要地区特にアジア地域における教育研究活動の拠点形成を行う。 
・ 研究交流として外国人研究者の受入れ、国際会議等の主催、研究発表等を拡大する。 
・ JICA等国際関係機関の事業による研究者の受入れ及び教員の派遣を拡大する。 
・ 留学生・研究者と地域社会との学術・文化における国際交流を一層強化する。 

・ 留学生及び研究者の受入れのための宿泊施設、さらに日本人学生や教職員との交流スペース
を兼備した国際交流会館等の施設の拡充整備を行う。 
・ 国際共同研究を支援するために教育研究スペースを確保する。 

（２）産業資料の収集・保管・調査研究・展示による社会サー
ビスの拡充と本学における教育研究活動の質の向上に関する
目標 
・ 大学附属博物館を設置し、教育面における社会サービス

と本学における教育研究の質を向上する。 

（２）大学附属博物館（仮称）設立に向けた具体的措置 
○ 東京農工大学工学部附属「繊維博物館」の拡充計画と農学部が進めている畜力農機具コレクシ
ョン展示活動及び「近代農学フィールド博物館（仮称）」構想を統合し、学外機関との連携も視
野に入れつつ、大学附属博物館を設置する。 
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Ⅲ 業務運営の改善及び効率化に関する目標 
１ 運営体制の改善に関する目標 
○ 組織構成員のコンセンサス形成と意思決定の透明性確保を
重視しつつ、社会的・全学的視点に立った学長のリーダーシッ
プが十分に発揮される全学運営体制を実現する。 
○ 部局長の補佐体制を充実し、部局長のイニシアチブが発揮

される部局運営体制を構築する。 
○ 中期目標・中期計画を具現化するため、各セグメントの業務
実施に見合う資源配分と先行的・重点的資源配分とを適切に均
衡させる。 
 

Ⅱ 業務運営の改善及び効率化に関する目標を達成するためにとるべき措置 
１ 運営体制の改善に関する目標を達成するための措置 
○ 全学的な経営戦略の確立に関する具体的方策 
・ 「役員・部局長連絡会」を学長が主催し、経営戦略の素案を審議する体制をとる。 
○ 運営組織の効果的・機動的な運営に関する具体的方策 
・ 理事（副学長）を支援する事務組織について定期的に見直しを行う。 
○ 部局長を中心とした機動的・戦略的な部局運営に関する具体的方策 
・ 部局長の補佐体制を強化するため副部局長を置く。 
・ 部局長の下に学部運営委員会を設置し、教授会の審議事項を精選する。 
○ 教員・事務職員等による一体的な運営に関する具体的方策 
・ 事務職員が独自の専門性を持ちながら大学運営に参画できる体制を整備する。 
○ 全学的視点からの戦略的な学内資源配分に関する具体的方策 
・ 中期計画に基づいた経営戦略に従って資源を配分する。 

○ 内部監査機能の充実に関する具体的方策 
・ 内部監査体制を整えるとともに、監査能力向上のため研修制度を充実する。 
○ 大学間の自主的な連携・協力体制に関する具体的方策 
・ 他大学との協力・連携を強化する。 
・ 他の国立大学との統合については引続き検討を行う。 

２ 教育研究組織の見直しに関する目標 
○ 「持続発展可能な社会の実現」を目指す使命指向型の大学
院基軸大学として、社会的ニーズを踏まえつつ、本学の教育研
究組織の個性化・高度化を一層進める。 
 

２ 教育研究組織の見直しに関する目標を達成するための措置 
○ 教育研究組織の編成・見直しのシステムに関する具体的方策 
・ 全学計画評価委員会が実施する自己点検評価とそれを基礎とする第三者評価の結果を踏ま
え、全学的視点に立って教育研究組織の見直しを推進する。 
○ 教育研究組織の見直しの方向性 
・ 自己点検・評価と第三者評価を踏まえ、本学の基本理念に沿って見直しを行う。 

３ 人事の適正化に関する目標 
・ 本学の教育研究の活性化を図るため、採用に関する諸条件
を適切に勘案した公募制を原則として採用する。任期制につい
ては、制度の在り方の検討を進めつつ、現状に即して拡充する

など雇用形態を多様化する。 
・ 事務職員等の専門性の向上について、長期的視野に立った
研修を行うとともに、専門性の高い職種については、経験や資
格を有する優秀な人材を確保する。 
・ 教員の学内外の研究教育活動等、多面的な活動を適正に評
価するとともに、職員についても評価に基づいた人事システム
を策定し、その適正な評価に基づいた給与システムを構築す

る。 
 

３ 教職員の人事の適正化に関する目標を達成するための措置 
○ 柔軟で多様な人事制度の構築に関する具体的方策 
・ 教員の採用に当たっての選考基準の明確化と教員採用過程の透明化を一層進める。 
・ 学外の専門家の意見をも参考とし、より総合的な判断を可能とする人事の仕組みを設ける。 
・ 弾力的かつ多様な雇用形態を可能とするため、兼職・兼業に関する規制を緩和するとともに、
ワークシェアリング、サバティカル制度の導入や、定年制度の変更について結論を得る。 
○ 任期制・公募制の導入等教員の流動性向上に関する具体的方策 
・ 公募制を一層積極的に活用し、その要件や選考の方法を工夫する。 
・ 任期制については、適用範囲、処遇等を検討しながら拡充する。 
・ 優れた若手研究者等の採用拡大のため、外部資金等による任期付採用制度を導入する。 
 ・ 特に優れた研究者の採用については、任期制も含めて処遇等を検討する。 

○ 外国人・女性等の教員採用の促進に関する具体的方策 
・ 国籍、性別、障害の有無、出身大学等にとらわれない採用を実現する。 
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○ 中長期的な観点に立った適切な人員（人件費）管理に関する具体的方策 
・ 人員（人件費）の管理に関しては、学内において中長期的な人事計画を策定するとともに全
学的な見地に立った教職員の配置等（人件費管理を含む）について調整を行う仕組みを設ける。 
○ 事務職員等の採用・養成・人事交流に関する具体的方策 
・ 事務職員等の採用は、他大学と協力して採用試験を実施する。専門性の高い職種については、
職務経験や資格を有する人材を柔軟に確保できる制度を構築する。 

・ 海外研修制度や在職出向等の実践的な研修制度を整備するとともに、他機関との人事交流を
拡充する。 
○ 人事評価システムの整備・活用に関する具体的方策 
・ 給与に本人の業績が適切に反映されるよう、業績評価の具体的項目及び評価尺度を設定し、
それらを総合的に勘案した評価法を構築する。 

 
４ 事務等の効率化・合理化に関する目標 

・ 限られた人的資源の下で教育・研究を効果的に支援するた
め、経営的視点に立ち、機動性、柔軟性、効率性のある事務
組織を形成する。 

４ 事務等の効率化・合理化に関する目標を達成するための措置 

○ 事務組織の機能・編成の見直しに関する具体的方策 
・ 縦割りになりがちな事務組織を効率的な組織とするため業務の必要性に応じて見直す。 
○ 複数大学による共同業務処理に関する具体的方策 
・ 業務の質の維持・向上と効率化に寄与するため、近隣の大学と共同で業務処理の導入を検討
する。 
○ 業務のアウトソーシング等に関する具体的方策 
・ 業務の質の維持・向上と効率化が図れる業務についてはアウトソーシングを導入する。 
○ 情報化推進の体制を充実し、業務の情報化による簡素化・効率化を推進する。 

Ⅳ 財務内容の改善に関する目標 
１ 外部研究資金その他の自己収入の増加に関する目標 
・ 固定収入を確保しつつ、外部研究資金を増加し、新たな自己
収入を開拓する。 
 

Ⅲ 財務内容の改善に関する目標を達成するためにとるべき措置 
１ 外部研究資金その他の自己収入の増加に関する目標を達成するための措置 
○ 固定収入の確保 
・ 学生納付金の徴収方法を効率化（自動引落、分割払等）する。 
・ 教育研究附属施設の収入については、本来の教育研究に支障を生じない範囲で、収入を確保
する。  
・ 家畜病院収入については、中期目標期間中に平成 12年度からの過去 3年間の平均収入額よ
り 50％増加する。  
○ 外部研究資金の増加 
・ 競争的資金の申請増加のための支援組織の確保、共同研究等の受入窓口の整備や産学連携コ
ーディネーター活用等の全学的な支援システムを整備する。 
・ 科学研究費補助金について、1人最低 1件以上申請することを目標とする。 
・ 受託研究、共同研究を行う教員数を中期目標期間中に、平成 12 年度からの過去 3 年間の平
均値より 10％増加する。 
○ 収入を伴う新たな事業の展開 

・ 収入を伴う新たな事業を開拓するため、大学全体で推進する組織を構築する。 
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２ 経費の抑制に関する目標 
・ 運営費交付金の合理化に対応して管理的経費を抑制する。 

２ 経費の抑制に関する目標を達成するための措置 
・ ペーパーレス化及び統一認証システムの採用等 IT化により業務全般に要する経費を毎年合理化
する。 
・ 経費ごとに具体的な節減目標値を設定するとともに、省エネ型設備へ計画的に切り替えるなど
光熱水費等の節約に努める。 

３ 資産の運用管理の改善に関する目標  
○ 資産を効果的・効率的に運用する。 

３ 資産の運用管理の改善に関する目標を達成するための措置 
・ 教育研究施設の点検・評価に関する調査を毎年実施し、施設の適切な使用面積配分と弾力的な

運用を行うため共用スペースを確保する。 

Ⅴ 自己点検・評価及び当該状況に係る情報の提供に関する目標 
１ 評価の充実に関する目標 
○ 教育研究・社会貢献・業務運営等の全機能を絶えず向上させ
るため、全活動領域に関する中期目標・中期計画実施状況と目
標達成度を自己点検評価し、外部評価・第三者評価にも積極的
に供するとともに、これらの評価結果を次期の目標・計画立案

に生かす。 

Ⅳ 自己点検・評価及び当該状況に係る情報の提供に関する目標を達成するための措置 
１ 評価の充実に関する目標を達成するための措置 
○ 自己点検・評価の改善に関する具体的方策 
・ 目標・計画の立案と点検評価を一元的に実施する体制を拡充するとともに、データの収集や
分析等に携わるスタッフを配置する。 
○ 評価結果を大学運営の改善に活用するための具体的方策 

・ 中期計画期間の中間に自己点検評価を実施し、その評価結果に基づき大学運営を改善する。 

２ 情報公開等の推進に関する目標 
○ 個人情報や特許情報等の保護を必要とする情報を除いて、
大学の全分野における活動の方針・目標・計画・実績・評価結
果に関する情報を積極的に公開する。 

２ 情報公開等の推進に関する目標を達成するための措置 
○ 大学情報の積極的な公開・提供及び広報に関する具体的方策 
・ 本学の諸活動に関する電子データベースを計画的に整備し、インターネットによる最新情報
提供体制を整備する。 

Ⅵ その他業務運営に関する重要目標 
１ 施設設備の整備・活用等に関する目標 

○ 教育研究活動に必要な施設スペースは、特に既存施設の持続
的有効活用を図ることを第一として、積極的に改修整備及び維
持保全の管理を推進し、必要とする新設施設を計画的に整備す
る。 
○ キャンパスアメニティの向上は学生及び教職員にとって極め
て重要な課題であると同時に、大学の魅力にも係る重要な課題
であることから、地域との共生にも配慮しつつ、個性あるアメ
ニティを創造し維持する。 

 

Ⅴ その他業務運営に関する重要目標を達成するためにとるべき措置 
１ 施設設備の整備等に関する目標を達成するための措置 

○ 施設等の有効活用と整備に関する具体的方策 
 ・ 施設等の有効活用に資するために実施する点検・評価実施調査で得られたデータベースを 
  Web上で運用（有効活用・維持保全対応）するシステムを構築し、使用スペースの円滑な運 
用を進める  
・ 施設整備の進捗に合わせながら実験研究スペースの20%を目標として共用スペースを確保す
る。これらからプロジェクト研究活動等を支援するためのレンタルラボスペースを貸し出すこ
とにより研究需要に機動的に対応する。 
○ 施設等の維持管理に関する具体的方策 

・ 棟毎の施設設備データをWeb上で一元管理できる体制を整備する。 
・ 施設等の定期的な巡回点検を実施する。 
・ プリメンテナンスを効率的・継続的に行うため、競争的資金のオーバーヘッドやレンタルラ
ボの各種チャージの一部を維持・保全のための経費に組み入れる。 
・ 実験設備等(附帯設備共)について、特に安全確保や省エネの観点からの更新計画を策定する。 
○ キャンパスアメニティの向上に関する具体的方策 
・ キャンパスアメニティ充実のための優先・重点ゾーンを策定する。 



 

- 12 - 

・ バリアフリー及び調和のとれたデザイン(インテリア・エクステリア共)の整備計画を策定す
る。 
・ エコキャンパス創造に向け、建築物の総合的な再点検・整備を行う。 
・ キャンパスへの車輌等の入構についてはその適正な在り方について、調査検討を実施し、駐
車場・駐輪場を整備する。 
・ 実験研究施設内での安全を確保するとともにセキュリティ対策を進める。 

２ 安全管理に関する目標 
○ 教育研究活動を円滑に進めるために、全学生・教職員等の健
康と安全が確保されるように、適用される法令等の厳格な遵守
による安全管理を図る。 

○ 予期せぬ各種災害等への対策については地域と協力しつつ、
信頼される防災対策及び実施体制を確保する。 

２ 安全管理に関する目標を達成するための措置 
○ 教育研究環境の安全・衛生管理の確保に関する具体的方策 
・ 事業所ごとに安全衛生管理体制を確実に機能させるための安全管理センター（仮称）を設置
する。  
・ 安全管理マニュアルを改訂するとともに、学生・教職員に対しての安全管理教育を計画的に
実施する。また、マニュアルの周知徹底を図る。 
・ 化学薬品・実験廃液・廃棄物の管理・取扱いについては法律に準拠した管理システムを活用
して全学での一元管理体制を確立する。 
・ 放射線・RI等の取扱い、組換DNA・バイオ研究の操作基準等については、安全対策を充実さ
せる。  
○ 災害発生時の対策と危機管理に関する具体的方策 
・ 地域防災拠点としての役割を担うことのできる防災及び災害発生時対応マニュアルを整備し、

その防災体制の確立と設備の充実を図る。 
・ 地方自治体の各官署との防災ネットワークの構築を推進する。 
・ 危機管理に対するマニュアルを整備し、危機管理体制の確立と設備の充実を図る。 

３ 大学情報システムの整備充実と運用改善 
・ 教育研究環境の改善に資する電子化情報コンテンツの充実
と利用性向上を実現する。 
・ 大学構成員個人及び組織の諸活動とその成果を広く電子デ
ータベース化するとともにデータベース運用システムと運用
体制を拡充することにより、教育研究や業務の全般の質の向上

と効率化及び社会に対する説明責任を果たす。 

３ 大学情報システムの整備充実と運用改善を実現するための措置 
○ 大学情報システムの整備充実に関する措置 
・ 大学情報システムの整備充実を図るため、図書館、情報メディアセンター、情報化推進室の
協力体制を強化し、情報メディアを一元管理する「総合情報プラザ」を実現する。 
・ 統一認証システムの導入によりセキュリティ基盤を強化し、個人情報の保護を強化する。 
・ 遠隔地授業・遠隔地会議に資する通信システムを拡充する。 
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（別紙） 

中 期 目 標  中 期 計 画 年 度 計 画 

別表（学部、研究科等） 
 
学  
部  
農学部  
工学部  

教  
育  
部  

農学教育部  
工学教育部  
生物システム応用科学教育部 

研  
究  
部  

共生科学技術研究部 

研  
究  
科  

連合農学研究科  
参加大学―茨城大学、宇都宮大学 

  
研  
究  
科  

岐阜大学大学院連合獣医学研究科 
の参加大学  

 

別表（収容定員）  
 
農学部 1315人  
    うち獣医師養成に係る分野 210人  
工学部 2321人  
農学教育部 277人  
工学教育部 596人  
      うち博士前期課程 472人  
        博士後期課程 124人  
生物システム応用科学教育部 170人  
      うち博士前期課程 104人  
        博士後期課程  66人  

平  
成  
16 
年  
度  

連合農学研究科 60人  
農学部 1300人  
    うち獣医師養成に係る分野 210人  
工学部 2282人  
農学教育部 296人  
工学教育部 634人  
      うち博士前期課程 482人  
        博士後期課程 152人  
生物システム応用科学教育部 170人  
      うち博士前期課程 104人  
        博士後期課程  66人  

平  
成  
17 
年  
度  

連合農学研究科 63人  
農学部 1285人  
    うち獣医師養成に係る分野 210人  
工学部 2253人  

平  
成  
18 
年  
度  

農学教育部 296人  
工学教育部 662人  
      うち博士前期課程 482人  
        博士後期課程 180人  
生物システム応用科学教育部 170人  
      うち博士前期課程 104人  
        博士後期課程  66人  

別表（学部の学科、研究科の専攻等） 
 
農学部  
 
 
 
 
 
工学部  

生物生産学科  
応用生物科学科  
環境資源科学科  
地域生態システム学科 
獣医学科  
 
生命工学科  
応用分子化学科  
有機材料化学科  
化学システム工学科 
機械システム工学科 
物理システム工学科 
電気電子工学科  
情報ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ工学科  
 

農学教育部（修士課程） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
工学教育部  
（博士前期・後期課程） 
 
 
 
 
 

生物生産科学専攻  
共生持続社会学専攻 
応用生命化学専攻  
生物制御科学専攻  
環境資源物質科学専攻 
物質循環環境科学専攻 
自然環境保全学専攻 
農業環境工学専攻  
国際環境農学専攻  
 
生命工学専攻  
応用化学専攻  
機械ｼｽﾃﾑ工学専攻  
電子情報工学専攻（D) 
物理ｼｽﾃﾑ工学専攻（M) 
電気電子工学専攻（M) 
情報ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ工学専攻（M) 
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 連合農学研究科 66人  
農学部 1270人  
    うち獣医師養成に係る分野 210人  
工学部 2224人  
農学教育部 296人  
工学教育部 662人  
      うち博士前期課程 482人  
        博士後期課程 180人  
生物システム応用科学教育部 170人  
      うち博士前期課程 104人  
        博士後期課程  66人  

平  
成  
19 
年  
度  

連合農学研究科 66人  
農学部 1270人  
    うち獣医師養成に係る分野 210人  
工学部 2224人  
農学教育部 296人  
工学教育部 662人  
      うち博士前期課程 482人  
        博士後期課程 180人  
生物システム応用科学教育部 170人  
      うち博士前期課程 104人  
        博士後期課程  66人  

平  
成  
20 
年  
度  

連合農学研究科 66人  
農学部 1270人  
    うち獣医師養成に係る分野 210人  
工学部 2224人  
農学教育部 296人  
工学教育部 662人  
      うち博士前期課程 482人  
        博士後期課程 180人  
生物システム応用科学教育部 170人  
      うち博士前期課程 104人  
        博士後期課程  66人  

平  
成  
21 
年  
度  

連合農学研究科 66人   

 
生物ｼｽﾃﾑ応用科学教育部 
（博士前期・後期課程） 
 

 
生物ｼｽﾃﾑ応用科学専攻 
 

共生科学技術研究部 ナノ未来科学研究拠点 
生存科学研究拠点  
生命農学部門  
環境資源共生科学部門 
動物生命科学部門  
生命機能科学部門  
先端生物システム学部門 
機能物質科学部門  
システム情報科学部門 
論理表現科学部門  
 

連合農学研究科（博士課程） 生物生産学専攻  
生物工学専攻  
資源・環境学専攻  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 


	表紙
	素案
	別表

